
転調 転調 

７の音量が増すと、次の和音に行きたい感が高まる！ 

⇒きちんとクレシェンドすると、 

行くべくしてGmに行く流れが出来る 

ここに行くと落ち着く 

同じ幅で並行移動して、半音ずつ転調。 

内声はベース上（１）を基準に、同じ幅をキープする。 

ベース下（５）は、セカンド（５）を助けるように。 

メジャーの中にマイナーの

響きをもたらす音なので、 

主張するほど暗い和音に。 

⇒ 音量はほどほどに。 

表情は違うが、同じCの和音。 

バリトンの動き（４→▲３）に惑わされず、 

１-５の構造を崩さない事が重要。 

Gmの性格音。メジャー系の和音で 

転調した後に、マイナーで〆られ

るかどうかがここにかかってくる。 

どちりなきりしたん IV 

転調部図解 

周りが半音ずれるので

役割が変わってくる 
ここに行

きたい！ 


